
　大規模地すべり、斜面崩壊、トンネ
ル調査および地熱調査といった比較的
広範囲に及ぶ地下構造の調査では、一
般的に、２次元電気探査が適用されて
いる。この２次元電気探査は、探査測
線沿いの地形および地質構造が探査断
面に直交する方向に変化しない前提で
測定データを解析するため、地形や地
下構造が３次元的に変化する実際の地
盤では探査精度の低下が避けられなか
った。一方、３次元電気探査ならば高
精度で地下構造を把握できるが、経費
が掛かりすぎることが難点だった。

　「省力型3次元電気探査」は、現地測
定に関しては従来同様の比較的少ない
複数測線で２次元電気探査を実施し、
解析は３次元解析とすることによって、
２次元電気探査と３次元電気探査それ
ぞれの課題を克服した、低コスト・高精
度の３次元電気探査技術である。地形
や地下構造の3次元的な影響を適切に
処理し、従来の２次元電気探査と変わ
らない現場コストで評価できる。
　主な特徴は、「２測線以上が交差した
地点で比抵抗分布が一致しない」という

現象が発生しないこと、３次元比抵抗
分布から地下構造の連続性を把握でき
ること、大規模調査（１×１㎞）が可能な
こと、既存の電気探査結果を流用でき
ることなど。必要に応じて容易に追加
調査を実施できること、調査を重ねるこ
とで解析精度をさらに高められることも
特徴である。
　また、現地状況に合わせて探査測線
を屈曲させて設置できるので、土地利
用の制限や地表構造物などの影響で探
査測線を直線状に配置できない現場（2
次元探査の適用が困難な現場）への適
用が可能。３次元モニタリングについて
は、例えばトンネル調査などの場合、ト
ンネル掘削前の３次元比抵抗分布とトン
ネル掘削後の３次元比抵抗分布を比較
することによって変化した地下水の３次
元分布が把握できる。

比抵抗法２次元電気探査（高密度電気探査）の測定データを３次元解析する電
気探査技術を紹介する。縦横断面および水平断面など解析に必要な比抵抗分
布を、既往の３次元電気探査の８分の１に密度を減らした合理的な電極設置、
かつ１回の探査で取得できる。３次元電気探査を低コスト化するとともに、２次
元電気探査の精度上の課題を解決し、実用的な高精度化を実現した。
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「地質状況をボーリング調査と同等の精度で面的
に把握したい」という現場ニーズに対して、経済
性、工程、安全性、施工性および環境に関して
従来技術よりも高い効果を得られると認められた

●省力型3次元電気探査の概要図

●トンネル調査

●急斜面地・深層崩壊調査 ●火山・温泉・大深度地熱調査

測定作業によりデータ収集を行い、１次データ処理として、数値地形図に電極位置などを入力。２次デー
タ処理として３次元解析を行った後、その結果を図として表現する

土木分野では、トン
ネル工事、地すべり
調査、地下水調査、
地盤変状調査、埋
め立て地盤および汚
染調査など、広範囲
で活用可能。火山、
温泉、地熱調査など
のための深さ3000ｍ
程度の地下深部調
査も可能である
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地中3000mまで３次元解析できる
低コスト・高精度の国交省「標準化推進技術」

省力型3次元電気探査 

現場コストは２次元電気探査と同等

データ収集 1次データ処理

地形処理結果 3次元解析 一度の3次元探査で
得られる情報から作
成可能な断面図の例
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